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総

会

は

森

田

理

事

の

司

会

で
初
め
に
出
席
状
況
報
告
の
後

議
長
に
渡
邉
正
一
顧
問
を
選
出

し
て
議
案
の
審
議
に
移
り
ま
し

た
。 第

一
号
議
案
・
平
成
二
十
四

年
度
事
業
報
告
及
び
決
算
関
係

書
類
承
認
の
件
は
、
本
間
敏
道

専
務
理
事
が
原
案
を
朗
読
し
、

満
場
一
致
で
可
決
承
認
、
第
二

号
議
案
・
平
成
二
十
五
年
度
事

業
計
画
、
収
支
予
算
並
び
に
経 

費
の
賦
課
及
び
徴
収
方
法
決
定

の
件
で
本
間
専
務
理
事
が
、
貸

借
対
照
表
及
び
財
産
目
録
を
朗

読
し
、
続
い
て
坂
内
仁
英
理
事

が
監
査
報
告(

代
理)

を
行
い
、

満
場
一
致
で
可
決
承
認
さ
れ
ま

し
た
。 

第
三
号
議
案
・
平
成
二
十
四

年
度
に
お
け
る
借
り
入
れ
金
額

の
最
高
限
度
額
決
定
の
件
に
つ

い
て
は
、
従
来
ど
お
り
二
千
万

円
と
し
た
い
と
説
明
が
あ
り
、

第
四
号
議
案
・
役
員
報
酬
決
定

の
件
で
も
従
来
ど
お
り
支
給
し

な
い
旨
を
説
明
し
、
い
ず
れ
も

満
場
一
致
で
可
決
承
認
さ
れ
、

総
会
は
無
事
終
了
し
ま
し
た
。 

 
総
会
終
了
後
、
午
後
六
時
よ

り
協
賛
会
を
交
え
て
、
高
橋
邦

浩
理
事
の
司
会
で
懇
親
会
が
開

催
さ
れ
、
初
め
に
平
山
良
一
理

事
長
が
次
の
通
り
挨
拶
し
ま
し

た 

「
組
合
員
の
減
少
、
収
支
の

困
難
な
ど
が
問
題
視
さ
れ
、
今

年
度
は
そ
の
た
め
の
対
策
が
必

要
で
す
。
止
む
を
得
な
い
理
由

で
退
会
す
る
の
は
致
し
方
な
い

と
し
て
も
、
新
た
な
参
入
が
な

い
の
が
問
題
で
す
」
と
、
組
合

員
の
減
少
問
題
に
触
れ
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 

そ
し
て
「
こ
の
こ
と
は
組
合

の
魅
力
、
組
合
の
意
義
に
も
か

か
わ
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
私
は

就
任
の
挨
拶
の
中
で
、『
楽
し
い
、

た
め
に
な
る
』
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
活
動
し
た
い
と
申
し
ま
し
た

が
、
佐
連
が
不
足
し
て
い
た
こ

と
は
否
め
ま
せ
ん
。
今
年
こ
そ

組
合
活
動
を
強
化
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
加
え
て
組
合
の
原
点

に
立
ち
返
っ
て
行
動
し
よ
う
と

考
え
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、

組
合
は
一
社
で
は
で
き
な
い
こ

と
を
、
皆
の
力
を
集
め
て
成
す

と
い
う
点
で
す
」
と
、
組
合
の

原
点
に
立
ち
返
っ
て
組
合
員
の

増
加
に
つ
な
げ
た
い
と
訴
え
ま

し
た
。 

 

さ
ら
に
「
近
年
災
害
時
の
企

業
活
動
の
再
開
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
計
画

が
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

我
々
中
小
企
業
事
業
者
で
は
危

機
感
は
あ
る
も
の
の
、
こ
の
計
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組
合
の
第
四
十
八
回
通
常
総
会
は
、
五
月
二
十
一
日

(

水)

午
後
四
時
半
よ
り
、
日
暮
里
の
ホ
テ
ル
ラ
ン
グ
ウ
ッ

ド
に
お
い
て
可
開
催
さ
れ
、
第
一
号
議
案
の
平
成
二
十
五

年
度
事
業
報
告
と
決
算
、
第
二
号
議
案
の
平
成
二
十
六
年

度
事
業
計
画
と
予
算
案
な
ど
す
べ
て
の
議
案
が
満
場
一
致

で
承
認
さ
れ
、
平
山
体
制
の
二
年
目
が
ス
タ
ー
ト
を
切
り

ま
し
た
。 

平
山
体
制
二
年
目
の
真
価
問
わ
れ
る
年
に 

一
社
で
は
で
き
な
い
事
を
数
の
力
で 

今
こ
そ
組
合
の
原
点
に
立
ち
返
る
時 

 第４８回通常総会を開催  

組合員加入に全力で取り組み誓う 

各議案が承認された第４８回通常総会  



画
は
策
定
で
き
ま
せ
ん
。
幸
い

当
組
合
は
北
海
道
と
九
州
の
組

合
と
『
緊
急
時
相
互
委
託
生
産

協
定
』
を
結
ん
で
い
ま
す
の
で
、

こ
れ
を
延
長
し
具
体
的
な
行
動

に
結
び
付
け
る
べ
く
中
小
シ
ー

ル
印
刷
業
者
向
け
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
計

画
雛
形
を
作
成
し
、
こ
れ
を
組

合
員
に
リ
リ
ー
ス
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
難
し
い
Ｂ
Ｃ
Ｐ
計

画
も
容
易
に
取
り
組
む
こ
と
が

出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

こ
の
取
り
組
み
は
先
進
的
な
事

例
と
し
て
マ
ス
コ
ミ
で
も
取
り

上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

組
合
に
加
盟
す
れ
ば
こ
の
よ
う

な
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
こ
と
を
業

界
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
加
入

企
業
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
」
と
、
組
合
の

具
体
的
な
活
動
を
紹
介
し
ま
し 

た
。 

 

 

続
い
て
来
賓
と
し
て
、
東
京

都
中
小
企
業
団
体
中
央
会
総
務

課
長
の
橋
北
隆
氏
と
協
賛
会
会

長
の
大
内
昭
彦
氏
が
、
そ
れ
ぞ

れ
祝
辞
を
頂
戴
し
、
山
本
進
平

相
談
役
の
音
頭
で
乾
杯
し
、
和

や
か
な
歓
談
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、

最
後
に
松
本
一
男
相
談
役
の
三

本
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。 

 Ⅰ
 

事
業
方
針 

今
年
の
春
闘
で
は
久
し
ぶ
り
に

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
と
い
う
言
葉
を

聞
く
こ
と
に
な
っ
た
が
、4

月

１
日
か
ら
は
消
費
税
が
５
％
か

ら
８
％
に
上
が
り
、
せ
っ
か
く

の
消
費
意
欲
に
水
を
差
す
の
で

は
と
い
う
懸
念
も
あ
り
、
さ
ら

に

税

制

の

大

幅

な

見

直

し

に

よ
っ
て
増
税
と
な
り
、
決
し
て

喜
ん
で
ば
か
り
は
い
ら
れ
な
い

と
い
う
の
が
現
状
で
あ
る
。 

今
年
度
の
政
府
予
算
は

9
5

兆

円
を
超
え
る
過
去
最
大
規
模
の

予
算
額
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ

の
歳
入
の

4
3

％
が
国
債
、
つ
ま

り
借
金
に
頼
っ
て
い
る
こ
と
に

な
る
。
今
年
度
末
に
は
国
債
の

残
高
は

7
8

0

兆
円
と
い
う
天
文

学
的
な
数
字
に
な
り
、
国
民
一

人
当
た
り

6
1

5

万
円
の
借
金
が

あ
る
と
い
う
計
算
に
な
る
。
こ

れ
を
月
収

3
0

万
円
の
家
計
に

た
と
え
る
と
、1

か
月
当
た
り

2
3

万
円
の
借
金
を
し
て
、
毎
月

の
家
計
を
成
り
立
た
せ
て
い
る

こ
と
に
な
り
、5

,1
4

3

万
円
強

の
ロ
ー
ン
を
抱
え
て
い
る
こ
と

に
な
る
。「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
と

い
う
マ
ジ
ッ
ク
に
踊
ら
さ
れ
て

い
る
だ
け
で
、
だ
れ
が
考
え
て

も
こ
ん
な
財
政
が
長
続
き
す
る

わ
け
は
な
く
、
ツ
ケ
を
後
世
の

世
代
に
先
送
り
し
、
い
ず
れ
破

た
ん
す
る
こ
と
は
目
に
見
え
て

い
る
。 

組
合
で
は
昨
年

B
C

P
(

事
業

継

続

計

画)

の

一

環

と

し

て

、

「
緊
急
時
相
互
委
託
生
産
協
定
」

を
、
北
海
道
シ
ー
ル
印
刷
協
同

組
合
と
九
州
シ
ー
ル
印
刷
協
同

組
合
と
の
間
で
締
結
、
有
事
の

際
の
組
合
員
の
代
替
生
産
拠
点

の
確
保
に
努
め
た
。 

こ

れ

は

印

刷

業

界

と

し

て

は
全
国
初
の
試
み
と
し
て
新
聞

紙
上
で
も
大
き
く
取
り
上
げ
ら

れ
た
が
、
今
年
度
は
小
規
模
・

零
細
企
業
向
け
の

B
C

P
(

事
業

継
続
計
画)

簡
易
版
の
作
成
に

取
り
組
み
、
組
合
員
へ
の
配
布

を
予
定
し
て
い
る
。 

2

年

前

か

ら

取

り

組

ん

だ

『
品
質
標
準
化
』
の
問
題
も
そ

の
後
各
協
組
に
広
が
り
、
連
合

会
へ
問
題
提
起
を
し
た
。B

C
P

の
問
題
や
従
業
員
の
健
康
管
理

の
問
題
な
ど
、
組
合
と
し
て
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課

題
は
山
積
し
て
い
る
。 

各

協

組

と

し

て

取

り

組

む

課
題
や
、
連
合
会
と
し
て
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題

も
多
い
。
ラ
ベ
ル
コ
ン
テ
ス
ト

や
年
次
大
会
だ
け
で
は
な
く
、

い
ま
本
当
に
組
合
員
が
困
っ
て

い
る
課
題
に
真
剣
に
取
り
組
む

よ
う
、
今
後
も
連
合
会
改
革
に

注
文
を
付
け
て
い
き
た
い
。 

 Ⅱ
 

実
施
事
業 

 

１
．
技
術
・
環
境
対
策
委
員

会 

 

新
技
術
、
新
商
品
の
積
極
的

な
開
発
と
環
境
問
題
、
リ
サ
イ

ク
ル
化
に
取
組
む 

①

ラ

ベ

ル

関

連

ミ

ニ

機

材

展
の
開
催 

②

Ｒ

Ｐ

Ｆ

化

に

よ

る

リ

サ

イ
ク
ル
化
事
業
の
さ
ら
な
る
普

及
・
啓
蒙 

③

従

業

員

の

健

康

管

理

な

ど
職
場
環
境
の
改
善
を
促
す
。 

④

デ

ジ

タ

ル

プ

リ

ン

タ

ー

な
ど
に
関
す
る
研
修
会
の
開
催
。 

 
２
．
教
育
・
経
営
委
員
会 

 
経
営
者
と
従
業
員
の
意
識
改

革
と
、
資
質
の
向
上
を
目
的
に 

し
た
各
種
事
業
を
実
施
す
る
。 

                                 

90 名が参加して盛り上がった懇親会   



①

事

業

承

継

な

ど

に

つ

い

て
経
営
者
を
対
象
に
し
た
勉
強

会
の
開
催
。 

②

人

材

の

育

成

を

目

指

し

た
、
経
営
者
、
従
業
員
対
象
の

セ
ミ
ナ
ー
の
開
催 

③

シ

ー

ル

印 
刷

グ

リ

ー

ン
プ
リ
ン
テ
ィ
ン
グ(
Ｇ
Ｐ)

認

定
制
度
取
得
の
支
援 

３
．
広
報
・
情
報
シ
ス
テ
ム
化

委
員
会 

組

合

員

に

対

し

迅

速

な

情

報
の
提
供
と
、
組
合
事
業
の
広

報
活
動
を
積
極
的
に
行
い
、 

多
様
な
情
報
化
時
代
へ
の
対
応

を
は
か
る
。 

①

組

合

機

関

紙

『

ラ

ベ

ル

ニ
ュ
ー
ス
』
の
よ
り
い
っ
そ
う

の
紙
面
充
実
を
は
か
る
。 

②

組

合

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

の

内
容
に
つ
い
て
、
大
幅
な
見
直

し
と
そ
の
活
用
方
法
の
研
究 

③

金

融

情

報

や

東

京

都

な

ど
の
助
成
金
情
報
の
迅
速
な
提

供
を
は
か
る
。 

４
．
福
利
厚
生
・
事
業
委
員
会 

 

組
合
員
お
よ
び
従
業
員
の
福

利
厚
生
に
関
す
る
各
種
事
業
と
、

組
合
財
政
基
盤
強
化
の
た
め
に

新
た
な
詩
行
収
入
の
道
を
探
る
。 

①

従

業

員

対

象

の

メ

ン

タ

ル
ヘ
ル
ス
対
策
の
徹
底 

 

②

組

合

研

修

旅

行

の

実

施

と
組
合
員
、
従
業
員
を
対
象
に

し
た
福
利
厚
生
事
業
の
充
実 

 
 

 

③
雄
型
用
紙
、
副
資
材
等
、

組
合
取
扱
商
品
の
使
用
方
法
を

組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介 

④

組

合

オ

リ

ジ

ナ

ル

取

扱

商
品
の
調
査
・
研
究
に
努
め
る
。 

 

５
．
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
特
別
委
員

会 

 

①
大
規
模
地
震
等
災
害
時
に

お
け
る
危
機
管
理
シ
ス
テ
ム
の

構
築
。 

 

②
緊
急
時
相
互
委
託
生
産
協

定
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
り
の
推
進
。 

 

③
小
規
模
・
零
細
企
業
向
け

の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
作

成
と
配
布
。 

        
 

        

青

年

部

の

第

三

十

回

通

常

総
会
は
、
五
月
十
五
日(

木)

午

後
六
時
半
よ
り
、
台
東
区
上
野

の
「
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
」
に
於

い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

藤
井
雅
一
理
事
の
司
会
で
初

め
に
川
端
信
夫
部
長
が
慎
重
審

議
を
お
願
い
し
ま
す
と
挨
拶
し
、

議
長
に
川
端
部
長
を
選
出
し
議

案
の
審
議
に
入
り
ま
し
た
。 

 

第
一
号
議
案
・
平
成
二
十
五

年
度
事
業
報
告(

川
端
信
夫)

、

第
二
号
議
案
・
平
成
二
十
五
年

度
会
計
報
告(

北
島
憲
高)

、
第

三
号
議
案
・
監
査
報
告
、
第
四

号
議
案
・
平
成
二
十
六
年
度
事

業
計
画
案(

川
端
信
夫)

、
第
五

号
議
案
・
平
成
二
十
六
年
度
予

算
案(

弓
納
持
大
輔)

の
す
べ
て  

の
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

総
会
終
了
後
懇
親
会
に
移
り
、 

藤
井
崇
徳
理
事
の
司
会
で
川
端

部
長
が
「
こ
の
一
年
皆
さ
ん
の

協
力
の
お
蔭
で
頑
張
っ
て
こ
ら

れ
ま
し
た
が
、
ま
た
一
年
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
し
ま
す
」
と
挨

拶
、
続
い
て
来
賓
と
し
て
親
組

合
の
平
山
良
一
理
事
長
が
「
今

回
初
め
て
青
年
部
の
総
会
に
出

席
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
こ

ん
な
に
も
素
晴
ら
し
い
青
年
部

員
が
沢
山
い
る
こ
と
に
勇
気
づ

け
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
も
親
組

合
と
一
緒
に
な
っ
て
組
合
を
盛

り
上
げ
て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と

祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。 

 

本
間
敏
道
専
務
理
事
の
音
頭

で
全
員
が
乾
杯
し
、
和
や
か
な

懇
談
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

事
業
方
針 

１.  

青
年
部
の
活
動
促
進
、
部

員
相
互
の
交
流 

２.  

他
協
組
青
年
部
と
の
研

修
及
び
交
流 

３.  

定
期
的
な
勉
強
会
・
研
修

会
の
開
催 

４.  

印
青
連
を
通
じ
て
同
業

種
、
異
業
種
と
の
交
流 

５.  

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通

じ
た
情
報
交
換
や
交
流

(F
a

c
e

b
o

o
k

な
ど) 

 

          
 

                       

  
第１５回青年部通常総会開催 

 

他協組との連携をさらに強化 

 異業種交流などにも力を 
 
 



■
怖
い
高
齢
者
の
肺
炎 

肺
炎
に
よ
る
死
亡
順
位
は
、

最
近
の
優
れ
た
抗
生
剤
の
出
現

に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
数
十
年

間
第
四
位
で
変
化
が
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
は
高
齢
者
の
肺
炎
の

死
亡
率
が
高
い
か
ら
で
す
。
昨

日
ま
で
何
と
な
く
元
気
な
い
よ

う
に
見
え
て
い
た
だ
け
の
高
齢 

 

       

         者
が
急
に
呼
吸
困
難
に
陥
っ
て

重
症
肺
炎
と
診
断
さ
れ
る
こ
と

や
、
呼
吸
器
の
症
状
が
全
く
な

い
の
に
肺
炎
と
診
断
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
何
故

で
し
ょ
う 

 

 

■
高
齢
者
の
肺
炎
の
特
徴
と

注
意
点 

高

齢

者

肺

炎

の

特

徴

と

注

意
点
は
、 

⑴ 

肺
炎
症
状
が
乏
し
く
、
症

状
が
非
定
型
的
で
あ
る

た
め
診
断
・
治
療
が
遅
れ

が
ち
に
な
る
こ
と
、 

⑵ 

高
齢
者
肺
炎
に
は
肺
結

核
が
混
在
し
て
い
る
こ

と
、 

⑶ 
す
で
に
他
の
病
気
（
糖
尿

病
や
心
疾
患
な
ど
）
に

罹
っ
て
い
る
人
が
多
い

の
で
、
潜
在
的
な
肺
炎
発

症
因
子
や
増
悪
因
子
を

持
っ
て
い
る
た
め
肺
炎

が
急
速
に
重
症
化
す
る

こ
と
、 

⑷ 

原
因
と
し
て
気
付
か
な

い
誤
嚥
性
肺
炎
が
多
い

こ
と
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。 

 

■
高
齢
者
肺
炎
の
症
状 

高
齢
者
肺
炎
で
は
、
発
熱
、

咳
、
痰 

な
ど
肺
炎
に
随
伴
す
る

症
状
が
な
い
か
、
あ
っ
て
も
軽

微
な
も
の
に
止
ま
る
症
例
が
四

〇
％
程
度
に
見
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
食
欲
不
振
や
意
識
障
害
な

ど
一
見
肺
炎
と
関
係
の
な
い
症

状
で
見
つ
か
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。 ■

高
齢
者
で
は
咳
の
出
な
い

肺
炎
も
多
い
－ 

肺

炎

の

初

発

症

状

と

し

て

の
咳
・
痰
の
頻
度
は
高
齢
者
で

は
一
般
成
人
に
比
べ
約
二
〇
％

程
度
低
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

六
五
歳
以
上
の
肺
炎
患
者
で
は

初
発
症
状
と
し
て
の
咳
は
約
四

〇
％
の
症
例
で
認
め
ら
れ
な
い

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

  

■
六
十
五
歳
を
過
ぎ
た
ら
肺

炎
の
予
防
注
射
を 

そ
こ
で
、
ワ
ク
チ
ン
に
よ
り
、

病
気
を
あ
ら
か
じ
め
予
防
す
る

こ
と
が
以
前
に
も
増
し
て
大
切

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。 

現
在
、
肺
炎
球
菌
感
染
症
を

予
防
す
る
ワ
ク
チ
ン
と
し
て
は
、

二
歳
以
上
で
肺
炎
球
菌
疾
患
に

か
か
る
リ
ス
ク
が
高
い
人
お
よ

び
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
二
三

価
肺
炎
球
菌
多
糖
体
ワ
ク
チ
ン

と
、
二
ヶ
月
齢
以
上
六
歳
未
満

の
小
児
を
対
象
と
し
た
一
三
価

肺
炎
球
菌
結
合
型
ワ
ク
チ
ン
の

二
つ
が
発
売
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ

の

ワ

ク

チ

ン

は

一

回

の

接
種
で
肺
炎
球
菌
の
二
三
種
類

の
型
に
対
し
て
免
疫
を
つ
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
現
在
九
〇

種
類
以
上
の
肺
炎
球
菌
の
型
が

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

二
三
種
類
の
型
で
成
人
の
肺
炎

球
菌
に
よ
る
感
染
症
の
八
〇
％

以
上
が
カ
バ
ー
で
き
ま
す
。 

し
か
し
、
免
疫
が
未
熟
な
乳

幼
児
で
は
、
多
糖
体
を
有
効
成

分
と
し
た
こ
の
ワ
ク
チ
ン
で
は

必
要
な
免
疫
反
応
を
引
き
起
こ

す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。 

 

接
種
対
象
者
は
、
二
歳
以
上

で
肺
炎
球
菌
に
よ
る
重
い
疾
患

に
か
か
る
危
険
が
高
い
人
で
す
。

個
人
差
が
あ
り
ま
す
が
、
一
回

の
接
種
で
五
年
以
上
の
効
果
が

期
待
で
き
ま
す
。 

接

種

に

は

六

千

円

か

ら

八

千
円
程
度
費
用
が
掛
か
り
ま
す

が
、
自
治
体
に
よ
っ
て
は
申
請

す
る
と
二
千
円
か
ら
三
千
円
程

度
補
助
を
受
け
ら
れ
る
の
で
、

最
寄
り
の
自
治
体
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

《
引
用
資
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健康がいちばん  

高齢者の肺炎、死亡原因の 3 位 

65 歳以上はワクチンの接種を  

あなたの高血圧はどのタイプ 



 

    

今
年
度
サ
ラ
リ
ー
マ
ン 

川
柳
上
位
一
〇
選 

 

大
賞 

う
ち
の
嫁 

後
ろ
姿
は 
フ

ナ
ッ
シ
ー 

 

２
位 

も
の
忘
れ 

べ
ん
り
な
言

葉 

「
あ
れ
」
と
「
そ
れ
」 

 

３
位 

妻
不
機
嫌 

お
米
と
味
噌

汁 

「
お
・
か
・
ず
・
な
・

し
」 

 

４
位 

帰
宅
し
て 

う
が
い
手
洗

い 

皿
洗
い 

 

５
位 

お
も
て
な
し 

受
け
て
み

た
い
が 

あ
て
も
な
し 

 

６
位 

「
イ
イ
ネ
」
に
は 

「
ど

う
で
も
イ
イ
ネ
」
が 

約
五

割 

      

７
位 

や
ら
れ
た
ら 

や
り
返
せ

る
の
は 

ド
ラ
マ
だ
け 

 

８
位 

「

オ

レ

オ

レ

」

に 

爺

ち
ゃ
ん
一
喝 

「
無
礼
者
！
」 

 

９
位 

い
つ
や
る
の
？ 

聞
け
ば

言
い
訳 

倍
返
し 

 

１
０
位 

 

わ
ん
こ
よ
り 

安
い
飯

代 

ワ
ン
コ
イ
ン 

 

過
去
の
優
秀
作
品 

 ■
い
い
夫
婦 

今
じ
ゃ

ど
う
で
も 

い
い
夫
婦 

 
 

 

■
電
話
口 

「
何
様
で
す

か
？
」
と 

聞
く
新
人 

 

■
す
ぐ
キ
レ
る 

妻
よ

見
習
え 

Ｌ
Ｅ
Ｄ 

 

■
何
か
を
ね 

忘
れ
た 

こ
と
は 

覚
え
て
る 

 

シ
ル
バ
ー
川
柳 

 

■
お
医
者
様
パ
ソ
コ
ン

見
ず
に
オ
レ
を
診
て 

 

■
寝
て
練
っ
た
良
い
句

だ
っ
た
が
朝
忘
れ 

 

■
「
先
寝
る
ぞ
」
「
安
ら

か
に
ね
」
と
返
す
妻 

 

■
欲
し
か
っ
た
自
由
と

時
間
持
て
余
す 

 

■
お
迎
え
は
何
時
で
も

良
い
が
今
日
は
嫌 

 

■
お
迎
へ
と
言
う
な
よ

ケ
ア
の
送
迎
車 

 

■
金
貯
め
て
使
う
頃
に

は
寝
た
っ
き
り 

 

■
欲
し
い
物
今
じ
ゃ
優

し
さ
だ
け
に
な
り 

 

■
骨
が
減
り
知
人
も
減

る
が
口
減
ら
ず 

■
症
状
を
言
え
ば
言
う

程
薬
増
え 

 

■
孫
が
聞
く
膝
が
笑
う

と
ど
ん
な
声
？ 

 

■
本
性
が
出
る
と
言
う

か
ら
ボ
ケ
ら
れ
ぬ 

 

■
メ
イ
ド
カ
フ
ェ
？
冥

土
も
カ
フ
ェ
が
あ
る
ん
か

え
？ 

 

■
ひ
孫
の
名
読
め
な
い

書
け
な
い
聞
き
と
れ
な
い 

 

■
耳
遠
く
オ
レ
オ
レ
詐

欺
も
困
り
果
て 

 

■
子
は
巣
立
ち
夫
は
旅

立
ち
今
青
春 

 

■
検
査
あ
と
妻
の
や
さ

し
さ
気
に
か
か
り 

 

■
白
内
障
術
後
び
っ
く

り
シ
ミ
と
シ
ワ 

 

■
期
限
切
れ
犬
に
や
ら

ず
に
オ
レ
に
出
す 

 

■
暑
い
の
で
リ
モ
コ
ン

入
れ
る
と
テ
レ
ビ
つ
く 

                                

 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳 

シ
ル
バ
ー
川
柳 

大
い
に
笑
っ
て
く
だ
さ
い
！ 

笑
え
ば
キ
ラ
ー
細
胞
が
活
発
に 



 

グ

ラ

フ

テ

ッ

ク

株

式

会

社

(

本
社
：
神
奈
川
県
横
浜
市 

/ 

代
表
取
締
役
社
長 

佐
々
木
秀

吉
）
は
、
こ
の
度
「
少
量
ラ
ベ

ル
を
高
品
質
に
、
工
場
・
オ
フ
ィ

ス
で
欲
し
い
と
き
に
何
時
で
も

簡
単
ラ
ベ
ル
作
成
」
を
コ
ン
セ

プ
ト
に
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
、
ラ

ミ
ネ
ー
ト
仕
上
げ
、
フ
リ
ー
サ

イ
ズ
カ
ッ
ト
、
か
す
上
げ
機 

能
を
有
す
る
ラ
ベ
ル
作
成
シ
ス

テ
ム
と
し
て
販
売
を
展
開
す
る

「L
A

B
E

L
R

O
B

O
 

L
C

X
6

0
3

 

」

の
上
位
機
種
と
し
て
、 

デ
ジ
タ

ル

ラ

ベ

ル

作

成

シ

ス

テ

ム

L
A

B
E

L
R

O
B

O
 

L
C

X
1

0
0

0
 

」 

を
開
発
し
ま
し
た
。 

 

今

回

発

売

開

始

し

ま

す

新

製

品

「

L
A

B
E

L
R

O
B

O
 

L
C

X
1

0
0

0
 

」
は
、
多
様
化
す

る
ラ
ベ
ル
市
場
に
対
し
て
「
高

生
産
、
低
コ
ス
ト
、
フ
リ
ー
デ

ザ
イ
ン
、
フ
ル
カ
ラ
ー
、
そ
し

て
欲
し
い
と
き
に
何
時
で
も
簡

単
ラ
ベ
ル
作
成
」
を
コ
ン
セ
プ

ト
に
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ッ
タ

市
場
で
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ン

パ
ニ
ー
で
あ
る
グ
ラ
フ
テ
ッ
ク

社
の
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
技
術
と
高

速
鮮
明
な
印
字
品
質
・
多
様
な

用
紙
適
正
・
優
れ
た
印
字
耐
候

性
能
に
加
え
、
低
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ス
ト
で
定
評
の
あ
る
電
子
写

真
方
式
の
新
開
発
プ
リ
ン
テ
ィ

ン
グ
技
術
と
を
融
合
さ
せ
た
、

本
格
的
な
デ
ジ
タ
ル
ラ
ベ
ル
作

成
シ
ス
テ
ム
で
す
。 

 

同
機
は
、
お
客
様
の
ニ
ー
ズ

と
生
産
性
を
考
え
、
高
速
・
高

耐
久
の
電
子
写
真
方
式
の
デ
ジ

タ
ル
ラ
ベ
ル
フ
ル
カ
ラ
ー
プ
リ

ン

タ

ー

「

L
A

B
E

L
R

O
B

O
 

D
L

P
1

0
0

0
 

」
と
、
ラ
ミ
ネ
ー 

ト
仕
上
げ
、
フ
リ
ー
形
状
カ
ッ

ト
、
か
す
上
げ
、
ス
リ
ッ
ト
、

巻
き
上
げ
機
能
の
デ
ジ
タ
ル
ラ

ベ

ル

フ

ィ

ニ

ッ

シ

ン

グ

カ

ッ

タ

ー

「

L
A

B
E

L
R

O
B

O
 

D
L

C
1

0
0

0
 

」
の
２
商
品
で
構

成

さ

れ

た

シ

ス

テ

ム

商

品

と

な
っ
て
い
ま
す
。 

必

要

な

ラ

ベ

ル

を

必

要

な

時
に
、
必
要
な
枚
数
だ
け
を
作

成
す
る
こ
と
が
出
来
、
ラ
ベ
ル

作
成
に
お
け
る
課
題
、
ラ
ベ
ル

の
在
庫
、
外
注
費
用
、
納
期
問

題
を
解
決
し
、
最
終
工
程
で
あ

る
オ
ー
ト
ラ
ベ
ラ
ー
へ
の
受
け

渡
し
を
可
能
に
し
た
シ
ス
テ
ム

構
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

同
機
に
よ
り
、
無
地
ラ
ベ
ル

用
紙
か
ら
の
フ
ル
カ
ラ
ー
で
且

つ
任
意
の
形
状
で
の
ラ
ベ
ル
発

行
が
自
在
に
可
能
と
な
り
ま
す
。

特
に
、
米
国
及
び

E
U

諸
国
に

お
い
て
、20

1
5

年
ま
で
の
基
準

採
用
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る

G
H

S
(

化
学
品
の
分
類
及
び
表

示
に
関
す
る
世
界
調
和
シ
ス
テ

ム
）
ラ
ベ
ル
へ
の
要
求
条
件
を
、

完
璧
に
ク
リ
ア
し
た
画
期
的
な

商
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 
写
真
は

L
A

B
E

L
R

A
B

O
1

0
0

0
 

 

同

機

の

仕

様

や

詳

細

に

つ

い
て
は
、
先
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。 
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第
一
三
六
回

「
グ 

ラ 

フ 

テ 

ッ 

ク
」 

デジタルラベル作成システム 

多彩な後加工機「DLC100」もセット 

「LABELROBO LCX1000」シリーズ

を  

 
 

な 

る 

ほ 

ど
・ 

ざ 

・ 

新 

製 

品 

https://www.graphtec.co.jp/topics/nr14_001.html
https://www.graphtec.co.jp/topics/nr14_001.html
https://www.graphtec.co.jp/topics/nr14_001.html

